
 

●第 4回 門真市環境基本計画策定 市民ワークショップ 議事概要 

開催概要 

●開催日時：平成 26年 6月 18日(水) 10:00～12:00 

●開催場所：門真市リサイクルプラザ マルチホール 

●参加者数：11名（内、事務局関係者 3名） 

●内容 １．前回のふりかえり 

    ２．門真市における生活環境の保全のための取組み事業について 

３．話題提供「生活環境の保全について」 

４．意見交換「生活環境の保全について」 

５．参加者からの提案「門真市の望ましい環境像について」 

１．前回のふりかえり  

●前回のワークショップで出された認識を共有しました。 

２．門真市における生活環境の保全のための取組み事業について  

●現在の門真市における生活環境の保全のための取組み事業について、事業名、事業概要等の情報

共有を行いました。 

３．話題提供「生活環境の保全について」 

●事務局より、門真市の生活環境と今後の方向性について情報提供しました。 

 

 

 

 

 

 

４．意見交換「生活環境の保全について」 

  ～良好な空気・水と緑を確保し、良好な環境を感じるまちをつくる～ 

●①門真市の生活環境の保全に関連した取組みで「良いところ」②門真市の生活環境の保全に関連

した取組みで「良くないところと改善のアイデア」③これから私が取組みたいこと の３点につ

いて参加者全員で意見を出し合いました。 

５．参加者からの提案「門真市の望ましい環境像について」 

●これまでのワークショップでの議論等結果を活かし、門真市の望ましい環境像を表すキャッチコ

ピーを参加者全員が提案しました。 

生活環境の範囲、生活環境に関する経緯、生活環境の現状と課題、生活環境に関する今後の方向性（良好な環境の保全

と創造）などについて話題提供。                                                      

特に、近年の新たな環境問題として有害化学物質や放射能問題などがあり、門真市においては有害物質等は減少傾向に

あり、ダイオキシン等も環境基準を達成していること、放射能問題については、大阪府において府内６か所にモニタリングポス

トを設置し（門真市の近傍では寝屋川市内の寝屋川保健所に測定局がある）リアルタイムの測定値を原子力規制庁のホーム

ページで見ることができる。その結果は、原発事故後も放射線量は通常時と同程度であることを説明しました。 


